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登録商標の記載について 

TMWマルチパワーメータは、東洋計器株式会社の登録商標または商標です。 
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1 はじめに 

本資料では、東洋計器株式会社様製 TMW マルチパワーメータ（以下、TMW）の情報を、LAN

インタフェースカード（以下、LANカード）がModbus RTU通信によって収集し、当社製 UPSの

情報と合わせて、遠隔監視を行うための設定方法について記載します。 

 

 

【本資料にて想定する環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお本資料は、LANインタフェースカードが TMWマルチパワーメータの情報を取得する際の設

定例です。結線方法などの詳細は、TMWマルチパワーメータの取扱説明書をご覧ください。 

  

LAN 

LAN インタフェースカード 
（Modbus RTUマスタ） 

RS-485 通信ケーブル 

TMW マルチパワーメータ 
（Modbus RTU スレーブ） 

CT 

当社製 UPS 

生産設備など 

管理用 PC 

電源 

補助電源 

Modbus RTU 通信 
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2 対象装置 

本資料の作成にあたり、動作を確認した装置を以下に示します。実際に設定を行われる際は、使

用される装置のバージョンにより、表示内容や動作に差異が認められる場合があります。 

 

⚫ LANインタフェースカード（Modbus RTU対応品） 

型番：PRLANIF023A、PRLANIF024A 

ファームウェア情報 ROM ：P0014903B 

WEB ：P0014904B 

Viewer ：P0014905B 

 

⚫ マルチパワーメータ 

東洋計器株式会社様製 

品名：TMW-31-2-51 

 

 

3 前提条件 

⚫ LANカードと TMW間の RS-485ケーブルの接続が済んでいること。 

⚫ LANカードの終端抵抗の設定（ディップスイッチ）が済んでいること。 

⚫ TMWの終端抵抗の設定が済んでいること。 

⚫ LANカードは当社製UPSに搭載され、IPアドレスなどのネットワーク設定が済んでいること 

⚫ 監視用 PCにて、LANカードのWeb管理ツールを起動できること 
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4 監視内容 

以下に、TMWから取得できる代表的な計測値を示します。 

各情報の詳細は、TMWの取扱説明書 デジタル伝送編（文書番号：TH-0215）をご覧ください。 

なお各測定データと正規化データの対応は、110 [V]、5 [A]定格の場合です。 

 

レジスタ名 
アドレス 

（HEX） 

バイト 

数 
測定データ 

正規化 

データ 
備考 

Vrs（RS相電圧） 0000 2 0～150 [V] 0～2000  

Ir（R相電流） 000C 2 0～6 [A] 0～2000  

有効電力 0012 2 -1200～0～1200 [W] 0～2000  

無効電力 0014 2 LEAD 1200～LAG 1200 [var] 0～2000 ※1 

力率 0016 2 LEAD 50～100～LAG 50 [%] 0～2000 ※1 

周波数 0018 2 45～65 [Hz] 0～2000  

デマンド電力 001A 2 0～1200 [W] 0～2000  

受電電力量 0032 4 0～999999 [単位は乗率による] 
4バイト 

HEXデータ 
※2 

R相電流歪率 009A 2 0～100 [%] 0～2000  

RS相電圧歪率 00A0 2 0～100 [%] 0～2000  

（出典：デジタルマルチパワーメータ TMW型 取扱説明書 デジタル伝送編（文書番号：TH-0215）） 

※1 「5制約事項」をご覧ください。 

※2 受電電力量の正規化データは、TMWの設定により形式を変更できます。 

 

 

5 制約事項 

TMWの情報を取得する際の制約事項を記載します。 

 

① LAN カードの「計測値の変換」機能は線形変換のため、「無効電力」および「力率」レジス

タから取得した正規化データ（0～2000）を、測定データに変換することはできません。 

LANカードでは計測値の変換を行わず、他の装置などで変換してください。 
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6 TMWの設定 

6.1 Modbus基本設定 

TMWを、LANカードとModbus RTU通信を行えるように設定します。 

TMWのデジタル出力設定について以下に示します。 

 

＜デジタル出力設定＞ 

設定名 工場出荷時の設定 変更後の設定 備考 

伝送モード ASCII RTU  

ボーレート 9600 19200 

38400でも可。 

4800 または 9600

の場合、通信異常

が発生する場合

があります。 

パリティ 無し 
環境に合わせて設定

してください 
 

アドレス 01 
環境に合わせて設定

してください 
 

Whデータ形式 4Byte BCD 4Byte HEX  

乗率設定 1kWh 
環境に合わせて設定

してください 
 

LRCタイプ TYPE1 （変更不要）  
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7 LANカードの設定 

7.1 Modbus基本設定 

 

LANカードを、Modbus RTU マスタとして動作するよう設定します。 

 

(１) 「WebToolStarter」※などを使い、LANカードのWeb管理ツールを起動します 

Web管理ツールを起動し、ログイン後、「基本設定」＞「計測値管理」＞「Modbus 基本設定」

とボタンを押下し、画面遷移します。 

 

(２) Modbus RTU マスタとして動作するように設定します 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※ 「WebToolStarter」は、LANカードのWeb管理ツールを起動するためのツールです。 

当社ホームページにて無償提供しています。（ダウンロードにはユーザ登録が必要です） 

https://products.sanyodenki.com/ja/sanups/software/sanups_web_tool_starter/ 

 

 

  

最後にクリックして 
変更を適用します 

クリックしてチェックを付けます 

TMWからのデータ取得間隔
を設定します 
（設定範囲：1～600秒） 

 

クリックして選択します 

TMWの設定と合わせます 
ストップビットは、パリティ有り時は 1、
パリティ無し時は 2 となります。 

https://products.sanyodenki.com/ja/sanups/software/sanups_web_tool_starter/
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7.2 Modbus RTU スレーブ装置の情報登録 

 

(１) Modbus RTU スレーブ装置の情報を登録します 

「Modbus基本設定」画面の「適用」ボタンを押下すると、画面左下の「Modbusスレーブ設定」

ボタンが有効になります。 

「Modbusスレーブ設定」ボタンを押下し、「Modbusスレーブ設定」画面に遷移します。 

 

 

 

 

 

(２) Modbus RTU スレーブ装置の情報を登録します 

 

  

クリックします 

クリックします 
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Vrs（RS相電圧）の設定例（LANカードが計測値を変換する場合） 

 

 

 

 

 

 

Vrs（RS相電圧）の設定例（LANカードが計測値を変換しない場合） 

 

 

 

  

TMWのスレーブ IDを
設定します 

最後にクリックして 
登録します 

TMWの Modbus測定値の
アドレス＋1 を指定します 

Modbus測定値の名称、タイプ、 
倍率、小数点以下の桁数、単位を 
設定します 

計測値の変換：する を選択し、 
入力範囲と出力範囲を設定します 

計測値の変換：しない を選択し、 
有効範囲を設定します 

TMWの Modbus測定値を 
LAN カード内部に保存する
場合は、する を選択します 
保存した収集データは、 
FTPでダウンロードできます 
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登録した情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受電電力量の設定例（Vrs（RS相電圧）の情報を基に、複製登録します） 

 

 

  

表示内容が 
切り替わります 

クリックします 

複製元の情報をクリックします 

登録直後は計測値が取得できていないため、 

以下のように取得状態：不明と表示されます 

しばらく経つと、計測値が表示されます 
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TMWの Modbus測定値の 
アドレス＋1 を指定します 

最後にクリックして 
登録します 

Modbus測定値の名称、タイプ、 
倍率、小数点以下の桁数、単位を 
設定します 

受電電力量は変換不要なので、 
計測値の変換：しない を選択し、 
有効範囲を設定します 
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7.3 計測値逸脱監視の設定 

Modbus RTU スレーブ装置の計測値にしきい値を設定して、逸脱監視ができます。 

 

(１) 計測値管理情報設定画面を開きます 

「Modbusスレーブ設定」画面の「戻る」ボタン押下後、「Modbus基本設定」画面の「戻る」

ボタン押下し、「計測値管理情報設定」画面に遷移します。 

 

(２) Modbus RTU スレーブ装置の計測値にしきい値を指定し、逸脱監視を設定します。 

 

 

 

 

 

  

逸脱監視を設定した計測値は、計測値の逸脱が発生した場合にメールなどによる通知を行うことが
できます。設定方法は、LAN カードのユーザガイド（文書番号：M0012424）をご覧ください。 

リストから計測値を
選択します 

クリックしてチェックを付けます 

逸脱監視する際の範囲を設定します 
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8 LANカードの表示ツールを使用した遠隔監視 

Modbus RTU スレーブ装置の情報を、表示ツールで監視できます。 

 

(１) 「WebToolStarter」などを使い、LANカードのWeb表示ツールを起動します 

Web表示ツールを起動し、ログイン後、「Modbus計測情報」のボタンを押下し、画面遷移しま

す。 

 

 

 

  

各計測値の行をクリックすると、逸脱監視の設定値が確認できます 
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9 SCADAを使用した遠隔監視 

Modbus TCP スレーブ機能を有効にすると、SCADAなどのModbus TCPマスタから UPS情報お

よびModbusRTUスレーブ装置の情報を監視できます。 

 

(１) 「WebToolStarter」などを使い、LANカードのWeb管理ツールを起動します 

 

Web管理ツールを起動し、ログイン後、「基本設定」＞「計測値管理」＞「Modbus 基本設定」

とボタンを押下し、画面遷移します。 

 

(２) Modbus TCP スレーブとして動作するように設定します 

 

 

 

 

 

 

(３) SCADAなどのModbus TCPマスタから監視します 

 

監視する各情報の詳細は、「LANインタフェースカード Modbusデータ定義書」（文書番号：

C0050932B 以下、データ定義書と記載）をご覧ください。 

また、UPS状態情報および UPS計測値情報は、UPSの機種により対応状況が異なります。デ

ータ定義書の別表 1および別表 2をご覧いただき、対応状況を確認してください。 

 

Modbus RTUスレーブ監視情報の抜粋を次ページに示します。 

 

クリックしてチェックを付けます 

クリックして選択します 

最後にクリックして 
変更を適用します 
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~データ定義書の抜粋~ 

 

 

以上 
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